
９月定例会

提供／長崎県議会　　お問い合わせ先／議会事務局（政務調査課）　TEL095（894）3634

県議会だより県議会だより県議会だより県議会だより県議会だより県議会だより県議会だより県議会だより
な が さ きな が さ きな が さ きな が さ きな が さ きな が さ きな が さ きな が さ き

総務委員会 委員長／北村 貴寿

【質問】 「職員の定年等に関する条例等の一部
を改正する条例」のうち関係部分に関し、現在
も再任用などで、定年後も引き続き警察に勤務
している者がいると思うが、その人数はどれく
らいか。また、新制度の見込みはどうか。
【答弁】 令和4年度の再任用職員数は、警察官
が13名、職員が2名、会計年度任用職員数は
153名となっている。制度が始まる年の退職
者数は、70名程度を見込んでおり、制度内容が
固まる前に実施したアンケート結果ではある
が、その内、約半数が残って仕事をしたいと回
答している。
【主な論議事項】 長崎県MaaS／西九州新幹線
の開業イベント／専門職団体との協定／中期
財政見通し／薬物対策／IR関係

文教厚生委員会 委員長／下条 博文

【質問】 「職員の定年等に関する条例等の一部
を改正する条例」のうち関係部分に関し、定年
の引き上げに伴い、定年前の再任用短時間勤
務制を導入するとのことであるが、希望者す
べてを、短時間勤務とすることができるのか。
【答弁】 最終的には任命権者で判断すること
になるが、今回の制度は、高齢層の方の多様な
働き方のニーズに応えるため導入するもので
あることから、可能な限り本人の希望に沿っ
た任用ができるよう検討していきたい。
【主な論議事項】 情報セキュリティ産学共同
研究センター／小中高の公私間格差の是正／
県立高校の定員割れと地域活性化に向けた取
組／鷹島神崎遺跡／長崎の被爆体験者の救済
／通園バス

観光生活建設委員会 委員長／石本 政弘

【質問】 「職員の定年等に関する条例等の一部
を改正する条例」のうち関係部分に関し、職員
の定年を2年に1歳ずつ段階的に引き上げ65
歳とすることについて、平均寿命が延びてい
る中、歓迎すべきことであるが、交通局の人件
費が年間で約2千2百万円増加するとの試算と
のことであり、また、燃油高騰により費用が昨
年と今年の第1四半期を比較し約3千万円増加
しており、コロナ禍による厳しい経営状況の
中、今後の収支に影響があるのではないか。
【答弁】 未だコロナ禍の影響を受け厳しい経
営状況の中、来年より新たな中期経営計画が
始まるため、交通局内で聖域を設けず一つひ
とつ検討し、収支均衡の達成に向け、取り組ん
でまいりたい。
【主な論議事項】 港湾施設整備特別会計未売
却地の売却方針の見直し

農水経済委員会 委員長／山下 博史

【質問】 「県内定着の促進」に関し、9月8日に久
留米大学と「UIターン就職連携協定」を締結し
たということであるが、具体的にどのような
内容であるのか。
【答弁】 本協定においては、「県内企業の情報
等の周知に関すること」、「学生のUIターン就
職に係る情報交換などに関すること」など計7
項目について締結した。今後は、学内におい
て、学生と県内企業との面談会などの実施を
予定している。他の大学についても、本県の取
組を説明しながら、協力いただける大学と連
携できるよう進めてまいりたい。
【主な論議事項】 企業誘致の推進／スマート
水産業の推進／水産物の中国輸出／車座集会
「こんな長崎どがんです会」

予算決算委員会 委員長／松本 洋介

【質問】 「貨物運送事業継続緊急支援費」に関
し、支援単価設定の根拠と、一事業者あたりの
支援金の上限額を500万円とした根拠は何か。
【答弁】 支援単価は、過去3年間の燃料費の平均
額と、直近3か月の燃油価格を比較し、その差額
に年間の使用量を乗じ、支援対象となる全体の
台数で平均値を取り、年間の増高経費の2分の
1を支援できるように設定している。なお、燃油
サーチャージで物価に転嫁することも可能な
ため、単価の設定に際し、一部控除している部
分もある。また、支援金の上限額については、多
くの車両を所有する事業者は、仕入れ価格を含
めたコストについてスケールメリットがある
ほか、できるだけ幅広く多くの事業者を支援す
るため、上限額を設けている。
【主な論議事項】 児童虐待防止・支援体制強化事業費

【
質
問
】令
和
5
年
度
予
算
編

成
に
向
け
た
重
点
検
討
テ
ー

マ
を
示
し
た
背
景
や
知
事
の

思
い
、検
討
内
容
は
。

【
答
弁
】限
ら
れ
た
財
源
で
新

し
い
長
崎
県
づ
く
り
を
実
現

す
る
に
は
、重
点
検
討
テ
ー

マ
を
早
期
に
示
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
、子
ど
も
施
策
を

最
重
要
検
討
テ
ー
マ
に
位
置

づ
け
た
ほ
か
、4
つ
の
重
点

検
討
テ
ー
マ
を
設
け
、予
算

の
検
討
を
深
め
て
い
く
こ
の

時
期
に
公
表
し
た
。「
子
ど
も

が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
健
や

か
に
成
長
で
き
る
社
会
の
実

現
」等
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

市
町
等
と
連
携
を
図
り
、県

民
の
皆
様
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

予算編成に向けた重点
検討テーマを示した
背景と検討内容について
宅島 寿一 〈雲仙市／自由民主党〉

【
質
問
】G
7
保
健
大
臣
会
合

の
長
崎
開
催
決
定
に
つ
い
て

知
事
の
所
感
は
。

【
答
弁
】今
回
、開
催
地
と
し

て
選
ば
れ
た
こ
と
で
、西
九
州

新
幹
線
の
開
業
や
I
R
誘
致
、

県
庁
舎
跡
地
の
整
備
、そ
し

て
、「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」等
に
よ

り
、新
た
な
人
の
流
れ
や
賑
わ

い
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
本

県
の
魅
力
を
世
界
に
示
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、国
や
長
崎
市
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、万
全
の
準

備
を
進
め
、G
7
保
健
大
臣
会

合
の
開
催
を
本
県
の
多
彩
な

魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発
信

す
る
機
会
と
し
、さ
ら
な
る
交

流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

G7関係閣僚会合の
長崎開催について

久保田 将誠 〈長崎市／自由民主党〉

【
質
問
】農
業
に
お
け
る
県

の
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
価
格

高
騰
対
策
の
状
況
と
今
後

の
対
応
は
。

【
答
弁
】燃
油
に
つ
い
て
は
、

国
の
施
設
園
芸
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
加
入
促

進
に
加
え
、重
油
使
用
量
を

削
減
で
き
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

等
の
資
機
材
の
導
入
支
援

を
、
肥
料
に
つ
い
て
は
、
施

肥
量
を
節
減
で
き
る
機
械

等
の
導
入
支
援
を
、飼
料
に

つ
い
て
は
、配
合
飼
料
価
格

安
定
制
度
の
生
産
者
積
立

金
の
一
部
を
支
援
し
た
。今

後
と
も
、国
の
緊
急
対
策
や

価
格
の
状
況
を
踏
ま
え
、県

と
し
て
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。

燃油・飼料・肥料価格
高騰対策について

西川 克己 〈平戸市／自由民主党〉

【
質
問
】企
業
誘
致
と
人
材
育

成
は
関
連
性
が
あ
る
が
戦
略
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

【
答
弁
】製
造
業
の
企
業
誘
致

で
は
、半
導
体
・
航
空
機
・
医

療
等
の
成
長
分
野
、オ
フ
ィ
ス

系
で
は
事
務
代
行
サ
ー
ビ

ス
・
情
報
関
連
等
の
企
業
を

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

る
。半
導
体
関
連
で
は
、産
学

官
が
連
携
し
た
人
材
育
成
を

促
進
し
、県
内
大
学
出
身
者

の
採
用
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
県
内
の
大
学
の
優
秀

な
人
材
を
活
か
し
た
誘
致
に

取
り
組
み
、国
内
大
手
の
情

報
関
連
の
開
発
拠
点
の
進
出

が
相
次
い
で
い
る
。今
後
と

も
産
学
官
が
連
携
し
た
取
組

を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

産業の振興について

山口 経正 〈西彼杵郡／自由民主党・県民会議〉

【
質
問
】西
九
州
新
幹
線
の
開

業
に
向
け
、新
大
村
駅
、長
崎

空
港
、高
速
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
3
拠
点
を
繋
ぐ
2
次

交
通
対
策
と
渋
滞
対
策
は
。

【
答
弁
】3
拠
点
を
結
ぶ
2
次

交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

は
、大
村
市
が
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
行

う
ほ
か
、県
と
し
て
大
村
市

地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
を

通
じ
、2
次
交
通
対
策
の
取

り
組
み
を
後
押
し
し
て
い

く
。

　
ま
た
、即
効
性
の
高
い
渋

滞
対
策
と
し
て
、今
年
度
中

に
桜
馬
場
交
差
点
の
大
村
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
側
か
ら
市

役
所
方
面
へ
の
左
折
レ
ー
ン

増
設
工
事
に
着
手
し
た
い
。

新幹線開業後の2次交通
と渋滞対策について

松本 洋介 〈大村市／自由民主党〉
【
質
問
】教
員
の
業
務
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
学
校
給
食
費

の
公
会
計
化
に
対
す
る
市
町

の
状
況
と
県
の
考
え
は
。

【
答
弁
】公
会
計
と
し
て
い
る

の
は
、県
内
21
市
町
の
う
ち

6
市
町
で
、残
り
の
う
ち
、8

市
町
は
外
部
に
徴
収
業
務
を

委
託
し
て
お
り
、ま
た
7
市

町
が
公
会
計
化
に
向
け
た
準

備
、検
討
を
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。学
校
の
業
務
量

負
担
軽
減
、あ
る
い
は
保
護

者
の
利
便
性
等
の
観
点
か

ら
、公
会
計
化
を
計
画
し
て

い
な
い
市
町
に
対
し
て
は
、

国
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
公
会
計
の
導
入
を

図
る
よ
う
、引
き
続
き
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

学校給食費の
公会計化について

堤 典子 〈佐世保市・北松浦郡／改革21〉

【
質
問
】特
別
支
援
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
経
路
や
停
車

地
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
処

に
つ
い
て

【
答
弁
】特
別
支
援
学
校
の
自

力
で
の
通
学
が
困
難
な
児
童

生
徒
の
た
め
に
、利
用
人
数

あ
る
い
は
乗
車
時
間
な
ど
一

定
の
基
準
を
設
け
、一
部
の
学

校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。

　
停
車
地
を
増
や
す
場
合

は
、児
童
生
徒
が
安
全
に
乗

降
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
保
護

者
に
よ
る
送
迎
の
た
め
の
待

機
場
所
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、引
き
続
き
、通
学
状
況

や
学
校
、保
護
者
か
ら
の
意

見
を
参
考
に
し
、児
童
生
徒

の
通
学
支
援
に
努
め
て
い
く
。

スクールバスの
運用について

饗庭 敦子 〈西彼杵郡／改革21〉

【
質
問
】五
島
の
農
業
を
今
後

ど
の
よ
う
に
振
興
し
て
い
く

の
か
。

【
答
弁
】五
島
地
域
で
は
、農
地

の
基
盤
整
備
や
出
荷
施
設
の

整
備
、労
力
支
援
、施
設
整
備

に
対
す
る
支
援
等
の
結
果
、令

和
2
年
の
農
業
産
出
額
は
20

年
前
と
比
較
し
て
、肉
用
牛
が

倍
増
の
25
億
円
、い
も
類
を
含

む
野
菜
が
1
．4
倍
の
26
億
円

と
、肉
用
牛
と
野
菜
が
基
幹
作

物
と
な
っ
て
い
る
。今
後
も
、

生
産
者
や
農
業
団
体
と
と
も

に
、農
地
の
基
盤
整
備
や
ス

マ
ー
ト
農
業
な
ど
を
推
進
し
、

肉
用
牛
や
園
芸
作
物
等
の
規

模
拡
大
や
生
産
性
向
上
に
つ

な
げ
、さ
ら
な
る
農
業
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

五島市の農業振興
について

清川 久義 〈五島市／自由民主党〉
【
質
問
】中
小
企
業
の
資
金
繰

り
の
た
め
の
県
の
制
度
融
資

の
活
用
件
数
及
び
融
資
額

と
、原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に

対
す
る
今
後
の
支
援
は
。

【
答
弁
】緊
急
資
金
繰
り
支
援

資
金
の
保
証
承
諾
状
況
は
、

令
和
4
年
8
月
末
現
在
、延

べ
件
数
が
1
万
1
，6
6
3

件
、実
績
額
が
約
1
，7
6
0

億
6
，7
0
0
万
円
。本
年
6

月
に
は
、県
の
制
度
融
資
に

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

に
対
応
す
る
区
分
を
追
加
し

た
。今
後
、借
換
え
の
増
加
等

を
見
据
え
、融
資
枠
を
拡
大

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。併

せ
て
、経
営
多
角
化
な
ど
事

業
再
構
築
を
図
る
先
進
的
な

取
組
に
対
し
て
も
支
援
措
置

を
講
じ
て
い
く
。

原油価格・物価高騰対策
について

中村 一三 〈南島原市／自由民主党〉

【
質
問
】発
注
業
務
の
負
担
軽

減
の
た
め
街
路
樹
の
剪
定
や

維
持
修
繕
工
事
な
ど
、複
数

業
務
を
一
括
で
発
注
す
る
包

括
委
託
や
単
独
業
務
の
複
数

年
に
わ
た
る
発
注
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

【
答
弁
】平
成
30
年
度
か
ら
道

路
の
維
持
管
理
業
務
に
つ
い

て
、包
括
的
民
間
委
託
を
上

五
島
、壱
岐
で
導
入
し
、安
定

し
た
労
働
力
の
確
保
に
加

え
、県
職
員
の
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。さ

ら
な
る
業
務
効
率
化
に
向
け

た
包
括
的
民
間
委
託
の
地
域

拡
大
や
、複
数
年
で
の
発
注
に

つ
い
て
は
、地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
な
が
ら
、前
向
き
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

県道の維持管理
について

浦川 基継 〈長崎市／自由民主党〉
【
質
問
】肉
用
牛
繁
殖
農
家
で

は
飼
料
や
資
材
価
格
高
騰
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト
増
加
に
加

え
、子
牛
価
格
低
下
に
よ
り

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
が
、

経
営
安
定
、維
持
に
向
け
た

対
策
は
。

【
答
弁
】国
で
は
全
国
の
子
牛

平
均
価
格
が
60
万
円
を
下

回
っ
た
場
合
に
1
万
円
の
奨

励
金
を
交
付
し
て
い
る
が
、全

国
平
均
価
格
が
下
回
ら
な
い

状
況
で
も
本
県
平
均
価
格
が

60
万
円
を
下
回
っ
た
場
合
、本

県
独
自
に
1
万
円
を
交
付
す

る
予
算
を
今
議
会
に
提
案
し

て
い
る
。今
後
と
も
県
内
農
業

者
が
安
心
し
て
営
農
継
続
で

き
る
よ
う
、関
係
機
関
と
連
携

し
、し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

松浦地域の
農林業振興について

石本 政弘 〈松浦市／自由民主党・県民会議〉
【
質
問
】県
と
し
て
、長
崎
の

夜
景
観
光
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

【
答
弁
】平
成
26
年
に
、県
・
市

で
構
成
さ
れ
る「
長
崎
の
夜

景
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」で
、望
ま
し
い
夜
景
の
あ

り
方
な
ど
具
体
的
な
施
策
を

整
理
し
、こ
れ
ま
で
県
で
は
、

新
県
庁
舎
、防
災
緑
地
、新
駅

舎
等
の
整
備
時
に
新
た
な
夜

景
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
き

た
。夜
景
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
向

け
た
照
明
設
置
は
、整
備
手

法
や
整
備
主
体
の
整
理
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、更
新
時
の

工
夫
等
も
含
め
て
長
崎
市
と

連
携
し
、夜
景
の
魅
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

ながさき夜景観光の
魅力アップについて

麻生 隆 〈長崎市／公明党〉

長 崎 県 議 会 の 活 動  ≪ 議 員 研 修 会 ≫ 県 立 大 学 で の 議 員 講 演
県立大学と令和3年3月23日に締結した包括連携協定に基づき、
10月14日、長崎県立大学において、学生の県議会に対する理解促進
と主権者としての自覚の育成を図ろうと山田朋子議員が「全員参加
型政治の実現～政治を身近に～」をテーマとして、参加した約280名
の学生に対し講演を行いました。当日は、山田議員から地方議会の
役割と県議としての日々の活動や県議会での取組について講演が
なされ、質疑応答が行われました。

議員研修は、議員の調査・研究の一助とし、議員活動の更なる
活性化を目的として、平成10年度から開催しています。
10月5日に、議員全員を対象に、「ケアラーの現状や課題につ
いて」をテーマに研修会を開催しました。
一般社団法人ひとり親家庭福祉会ながさき 山本事務局長か

ら、ヤングケアラーを含めたケアラーの現状や困窮家庭への支
援の状況をお聞きした後、質疑応答が行われました。

常 任 委 員 会 　 委 員 長 報 告

一 般 質 問

○私学助成の充実強化等に関する意見書
○駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書可決された意見書

○石木ダム建設推進に関する決議可決された決議

○「駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長」に関する請願採択された請願

審査した案件と結果

令和4年9月定例会が開催され活発な論議が交わされました。お 知 ら せ

検索検索長崎県議会

「県議会リポート」令和4年11月6日（日）
15：55～16：25　NCC長崎文化放送 5ch

会議録全文を掲載しています。

◎次回の定例会は、令和4年11月25日に開会予定です。

本会議・委員会の中継・録画配信を行っています。
一般質問の表題横のQRコードから当該一般質問
の録画にアクセスできます。

【掲載内容】
○平成  8年2月～令和4年6月定例会の本会議・常任委員会
○平成24年4月～令和4年5月分の特別委員会
○本会議･委員会は、原則としてだれでも傍聴できます。
ただし、新型コロナウイルス感染症対策として密集を避けるため、令和4
年9月定例会については、議場の利用できる傍聴席数を50席（車いす利
用席及び親子傍聴席を含む）に限定しました。（委員会室の利用できる傍
聴席数は5席に限定）※令和4年10月5日から、議場の利用できる傍聴席
数を150席に委員会室の利用できる傍聴席数を10席に変更しています。

令
和
4
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
12
日
か

ら
10
月
7
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

 

開
会
初
日
は
、「
令
和
4
年
度
長
崎
県
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）」
な
ど
の
議
案
が

上
程
さ
れ
、
大
石
知
事
が
県
政
の
重
要
事
項

に
つ
い
て
報
告
し
、
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ

い
て
所
信
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
提
出
議
案

に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
12
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

令
和
5
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
重
点
検
討

テ
ー
マ
や
産
業
の
振
興
に
お
け
る
知
事
の
政

治
姿
勢
に
つ
い
て
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー

ト
に
お
け
る
2
次
交
通
と
渋
滞
対
策
に
つ
い

て
、
G
7
関
係
閣
僚
会
合
の
長
崎
開
催
に
つ

い
て
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の
対
策
に
つ

い
て
、
松
浦
地
域
や
五
島
市
農
業
振
興
に
つ

い
て
、
県
道
の
維
持
管
理
や
な
が
さ
き
夜
景

観
光
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
費

の
公
会
計
化
や
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
な

ど
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

に
要
す
る
経
費
、
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
経

費
に
つ
い
て
編
成
さ
れ
、
9
月
21
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大
に
よ

り
、
特
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
飲
食

業
へ
の
緊
急
的
な
支
援
に
要
す
る
経
費
と
し
て

「
令
和
4
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）」
が
、
10
月
7
日
に
令
和
5
年
5

月
の
「
G
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
」
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
る
関
係
閣
僚
会
合
の
う
ち
、
保
健

大
臣
会
合
が
長
崎
市
で
開
か
れ
る
こ
と
が
決

定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
開
催
支
援
等
に

要
す
る
経
費
と
し
て
「
令
和
4
年
度
長
崎
県
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）」
が
追
加
上
程

さ
れ
、
一
般
会
計
2
3
8
億
3
，2
9
1
万
円

の
増
額
補
正
と
な
り
、
本
年
度
の
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
額
は
、
7
，8
0
7
億
8
，

9
2
2
万
4
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
の
予

算
と
比
べ
、
3
1
0
億
6
，2
3
4
万
5
千
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
議
案
と
し
て
、「
長
崎

県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
含
め
て
、
本
定
例
会
で
は
、
23

件
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
、

「
令
和
3
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
決
算
及
び
各

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
3

件
の
議
案
を
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
1
件
の
請
願
を
採
択
し
、「
私
学
助

成
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど

2
件
の
意
見
書
及
び
1
件
の
決
議
を
可
決
し

閉
会
し
ま
し
た
。

（令和4年10月14日公布）

長崎県ケアラー支援条例

議員提案により成立したこの条例は、身近
な人に対して、無償で介護、看護、日常生活上
の世話その他の援助を提供する「ケアラー」の
支援をしようとするものです。
心身が疲弊したり、孤立しがちなケアラーの
問題を正しく理解し、社会全体で支える機運
を盛り上げていきましょう。

・予算 ……… 4件（可決）
・条例 ……… 5件（可決）
・事件 ……… 8件（可決）
・人事 ……… 2件（同意）
・認定 ……… 3件（継続審査）

知事提出の議案 ・発議　　 ……… 2件（可決）
・議員派遣 ……… 2件（可決）
・意見書　 ……… 2件（可決）
・決議　　 ……… 1件（可決）

議員等提出の案件

・1件　　 ……… （採択）
請　願


